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紹

介
蜂
矢
真
郷
著
『
古
代
語
形
容
詞
の
研
究
』

伊

藤

由

貴

本
書
は
上
代
の
形
容
詞
に
つ
い
て
全
体
を
と
ら
え
て
論
じ
た
書
き
下
ろ
し

の
総
論
篇
と
既
発
表
論
文
に
加
筆
修
正
を
施
し
て
構
成
さ
れ
た
各
論
篇
よ
り

成
っ
て
い
る
。
著
者
自
身
が
は
し
が
き
に
お
い
て
「
本
書
は
、
あ
る
程
度
概

説
的
な
総
論
篇
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
か
ら
な
る
各
論
篇
と
の
組
合
せ
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
そ
の
一
方
だ
け
で
は
一
冊
の
本
の
形
を
と

り
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
総

論
篇
と
各
論
篇
は
関
連
し
あ
い
、
各
論
篇
に
お
け
る
細
や
か
な
語
一
つ
一
つ

の
考
証
が
総
論
へ
と
結
実
し
て
い
る
。
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

総
論
篇

第
一
章
形
容
詞
の
活
用
等
と
語
構
成

第
一
節
形
容
詞
の
活
用
表
／
第
二
節
形
容
詞
語
幹
の
用
法
／
第
三

節
ク
活
用
形
容
詞
と
シ
ク
活
用
形
容
詞
と
の
意
味
的
差
違
／
第
四

節
語
構
成
か
ら
見
た
上
代
の
形
容
詞

第
二
章
特
徴
の
あ
る
形
容
詞
群

第
一
節
両
活
用
形
容
詞
／
第
二
節
重
複
形
容
詞
・
並
列
形
容
詞
／

第
三
節
ナ
シ
型
形
容
詞
／
第
四
節
タ
シ
型
形
容
詞
／
第
五
節
ケ
シ

型
形
容
詞
／
第
六
節
ジ
型
形
容
詞
／
第
七
節
名
詞
（
・
数
詞
）・

動
詞
連
用
形
・
副
詞
（
・
感
動
詞
）
＋
シ
の
派
生
形
容
詞
／
第
八
節

動
詞
被
覆
形
＋
シ
の
派
生
形
容
詞

各
論
篇

第
一
章
形
容
詞
の
対
義
語

第
一
節
多
少
と
大
小
／
第
二
節
ヒ
ロ
シ
﹇
広
﹈
と
サ
シ
﹇
狭
﹈・

セ
バ
シ
﹇
狭
﹈
／
補
節
一
音
節
被
覆
形
―
露
出
形
の
ア
ク
セ
ン
ト

第
二
章
両
活
用
形
容
詞
の
周
辺

第
一
節
フ
ト
シ
〔
シ
ク
活
用
〕
の
成
立
／
第
二
節
ウ
マ
シ
ク
ニ
と

ウ
マ
シ
キ
ク
ニ
／
第
三
節
セ
バ
シ
〔
シ
ク
活
用
〕
の
有
無

第
三
章
重
複
形
容
詞
の
周
辺

第
一
節
重
複
形
容
詞
と
単
独
の
形
容
詞
／
第
二
節
形
容
詞
ス
ガ
シ

﹇
清
﹈
の
成
立
／
第
三
節
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
の
重
複
・
並
列
か
ら

第
四
章
形
態
上
の
特
徴
を
持
つ
形
容
詞

第
一
節
語
幹
末
が
イ
列
の
ク
活
用
形
容
詞
／
第
二
節
一
音
節
語
幹

の
形
容
詞

総
論
篇
は
古
代
語
の
形
容
詞
全
体
を
と
ら
え
て
論
じ
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
。

概
説
的
な
性
格
も
併
せ
持
ち
、
先
行
研
究
に
お
い
て
形
容
詞
が
ど
の
よ
う
に

論
じ
ら
れ
て
き
た
か
、
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
の
か
等
が
他
分
野
を
専

門
と
す
る
者
に
も
わ
か
り
や
す
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
章
第
一
節
か
ら

第
三
節
で
は
、
ク
活
用
と
シ
ク
活
用
の
種
別
を
軸
に
、
活
用
の
差
異
、
語
幹

の
用
法
の
差
異
、
意
味
的
な
差
異
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
シ
ク
活
用
の
発

生
・
発
達
が
ク
活
用
に
遅
れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
に
話
が
及
ぶ
。
第
四
節
で

は
上
代
の
形
容
詞
が
語
構
成
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
か
が
示

さ
れ
、
こ
こ
で
の
分
類
が
、
第
二
章
や
そ
れ
に
続
く
各
論
篇
の
構
成
の
基
礎

と
な
っ
て
い
る
。
第
二
章
は
特
徴
の
あ
る
形
容
詞
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
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ぞ
れ
が
持
つ
問
題
点
が
示
さ
れ
る
。

各
論
篇
は
、
総
論
篇
で
問
題
や
特
徴
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
語
の
一
部
に

つ
い
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
節
が
一
つ
の
論
に
な
っ
て
い
る
。

中
心
と
な
る
の
は
古
代
語
で
あ
る
が
、
節
に
よ
っ
て
は
近
代
語
・
現
代
語
の

形
容
詞
ま
で
広
く
扱
わ
れ
る
。
第
一
章
で
は
対
義
的
な
語
に
つ
い
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
。
第
一
節
で
は
オ
ホ
シ
―
ス
コ
シ
・
ス
ク
ナ
シ
を
軸
に
論
じ
ら
れ

る
。
上
代
で
は
﹇
大
﹈﹇
多
﹈
の
両
方
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
た
オ
ホ
シ

が
、
オ
ホ
シ
﹇
多
﹈
と
オ
ホ
キ
ナ
リ
﹇
大
﹈
に
分
化
す
る
。
そ
の
一
方
で
、

﹇
小
﹈﹇
少
﹈
の
意
味
に
用
い
ら
れ
た
ス
コ
シ
は
、
ス
コ
シ
﹇
少
﹈
と
ス
コ
シ

キ
ナ
リ
﹇
小
﹈
に
分
化
し
て
い
っ
た
も
の
の
、
強
調
形
の
ス
ク
ナ
シ
の
成
立

や
チ
ヒ
サ
シ
の
存
在
が
影
響
し
、
オ
ホ
シ
の
分
化
と
は
対
応
し
な
か
っ
た
こ

と
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
二
節
で
は
、
ヒ
ロ
シ
と
サ
シ
・
セ
バ
シ
を
軸
に
、

母
音
交
替
の
関
係
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
語
な
ど
を
合
わ
せ
て
考
察
す
る
こ
と

で
、
語
の
広
が
り
方
が
非
対
称
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
第
二
章
は
両
活

用
形
容
詞
に
関
す
る
も
の
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
第
一
節
で
は
フ
ト
シ
の
シ

ク
活
用
に
つ
い
て
、
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
フ
ト
＋
動
詞
シ
ク
の
フ
ト
シ
ク
、

フ
ト
シ
キ
が
形
容
詞
と
混
同
さ
れ
て
成
立
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
、
第
二
節
は

萬
葉
集
の
〈
怜

國
曽
〉
の
訓
に
つ
い
て
先
行
研
究
で
示
さ
れ
る
ウ
マ
シ
ク

ニ
ソ
と
ウ
マ
シ
キ
ク
ニ
ソ
の
二
種
の
う
ち
、
前
者
が
適
切
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
他
の
両
活
用
形
容
詞
の
状
況
か
ら
述
べ
ら
れ
る
。
第
三
節
で
は
セ
バ
シ

の
シ
ク
活
用
と
説
明
さ
れ
て
き
た
用
例
が
実
は
セ
ハ
シ
と
の
掛
詞
や
セ
ハ
シ

そ
の
も
の
と
解
釈
し
得
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
セ
バ
シ
の
シ
ク
活
用
の
例

が
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
第
三
章
で
は
重
複
形
容
詞
に
つ
い
て
第
一
節
で
語

構
成
の
観
点
か
ら
の
分
類
が
示
さ
れ
、
第
二
節
で
は
、
形
容
詞
ス
ガ
シ
が
一

見
重
複
形
容
詞
ス
ガ
ス
ガ
シ
か
ら
の
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
に
見
え
る

が
、
そ
う
で
は
な
く
古
事
記
歌
謡
の
ス
ガ
シ
メ
が
近
代
に
は
い
っ
て
形
容
詞

と
解
釈
さ
れ
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
第
三
節
で
は

重
複
形
容
詞
の
延
長
線
上
に
並
列
形
容
詞
、
ウ
ス
＋
形
容
詞
の
複
合
、
ウ
ス

ラ
＋
形
容
詞
の
複
合
が
あ
る
こ
と
が
情
態
副
詞
と
合
わ
せ
て
示
さ
れ
る
。
第

四
章
で
は
形
態
上
の
特
徴
に
よ
る
問
題
を
持
つ
形
容
詞
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

第
一
節
で
は
、
語
幹
末
が
イ
列
の
ク
活
用
形
容
詞
が
あ
り
に
く
い
こ
と
か
ら

数
少
な
い
例
が
語
幹
を
ウ
列
に
変
化
さ
せ
た
り
、
シ
ク
活
用
に
な
っ
た
り
す

る
こ
と
で
あ
り
に
く
さ
を
解
消
す
る
こ
と
や
、
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
て
そ

の
あ
り
に
く
さ
が
破
ら
れ
る
こ
と
、
第
二
節
で
は
一
音
節
の
形
容
詞
語
幹
が

特
定
の
語
幹
の
用
法
を
と
る
際
、
安
定
を
求
め
て
二
音
節
化
す
る
こ
と
が
あ

る
が
、
そ
れ
ら
の
語
そ
れ
ぞ
れ
に
二
音
節
化
の
要
因
が
内
在
し
て
い
た
こ
と

が
論
じ
ら
れ
る
。

総
論
篇
・
各
論
篇
共
に
多
数
の
語
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
巻
末
の
語
句
索
引

は
三
十
一
頁
に
及
ぶ
。
ま
た
そ
れ
ら
の
語
句
一
つ
一
つ
が
十
分
に
検
討
さ
れ

た
確
実
な
用
例
を
伴
っ
て
示
さ
れ
、
頑
丈
な
礎
の
上
に
論
が
組
立
て
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
個
々
の
語
に
対
す
る
緻
密
な
検
討
・
考
察
が
集

積
す
る
こ
と
で
語
彙
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
り
、
語
彙
史
が
描
き
出
さ
れ

る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
一
冊
で
あ
る
。

（
清
文
堂
、
二
〇
一
四
年
五
月
、
三
九
三
頁
、
一
一
，
〇
〇
〇
円
）

（
い
と
う
・
ゆ
き

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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